
授業つくり
自ら学びつづける子供

～たい・いか・ひとで・かえる～
①主体的・協働的な学びの充実

〇わくわくして自ら学びたくなる単元構想づくり

問い・考えづくり・対話・振り返り

〇個別最適な学びと協働的な学びの往還（ICTの効果的活用）

〇学んだことを学習や生活に生かすカリ・マネ

②学習の基盤づくり

「学習ルールの徹底」「聴く力・話す力」

③基礎・基本の定着

「読む力・書く力」「ｻﾏｰｽｸｰﾙ・ｳｲﾝﾀｰｽｸｰﾙ」

④学び方を学ぶ家庭学習

生活つくり
なりたい姿に向かい、方法を考え 粘り強く活動する子

みんなの笑顔のために、友達と協力して活動する子

＜仲間づくり＞

①創意工夫し、わくわくする児童会活動・学級活動

～明確な目標設定、具体的な手立て、振り返り～
「五小のほかほか星」への取組・委員会活動・たてわり活動

係活動

②話合いの充実によるよりよい学級集団づくり

＜心づくり＞

③支え合い、温かな学級・学年・学校をつくる活動
自他のよさを認め合う「ほかほかﾎﾟｹｯﾄ」「ほかほかﾀｲﾑ」

「ほかほか集会」「人間関係プログラム」効果測定

④ルールとマナーを守り、規範意識を育てる

授業がよくわかる 90%

考えたい問いを自分からみつけている 85%

自分から考えをもとうとしている 100%

友達と話し合い、自分の考えをよりよくしている 80%

学んだことやみつけた課題を振り返りに書く 90%

様々な資料や読み物を考え作りに利用している80%

自他のよさを見つける 90%

めあてに向かい、達成方法を考え、実行する 95%

失敗やうまくいかなくても粘り強く取り組む 80% 

友達と協力して何かをやることは楽しい 95%

人の役に立つ行動をする 85% 

ルールやマナーを守っている 90% 

地域との連携と協働

〇コミュニティスクールの推進

～地域の教育力を生かした開かれた学校～

（自治会・SPｽｸｰﾙﾊﾟｰﾄﾅｰとの連携・GTｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰの活用）

〇義務教育9年間を見通した教育の推進（島二中学区合同研）

学校教育目標

重点目標

信頼されるたくましい教職員 《笑顔・傾聴・ボイスシャワー》
○子供の主体性を可能な限り尊重するために、自己決定・自己選択を大事にします。

○一人一人のよさをみつけ、認め、価値付けし「自己有用感」「自己肯定感」を育てます。

○子供の力を「引き出す」「つなげる」「のばす」ために、多様性を理解し、柔軟に向き合います。

○教職員も「みつけ 考え やってみよう」で、学び続けます。

○予算のよりよい執行に努め、学習環境整備を進めます。

〇ワークライフバランスに気を付け、タイムマネジメントを意識して業務に励み心身の健康に努めます。

困難を乗り越える力

【経営の柱①】

資質・能力を育む授業づくり
【経営の柱②】

認め､支え､高め合う集団づくり

主体性
（振り返る力）

協働性
（話し合う力・伝える力）

チームで対応

家庭との共育

〇各種便り、参観会やHPでの情報発信と受信

〇教育相談日の活用

〇専門家（心理・福祉）の効果的な活用、外部機関との連携

【経営の柱④】 信頼される学校づくり

【経営の柱③】特別支援教育の充実

ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業・生活づくり
焦点化・視覚化・共有化 環境整備（すっきり・整理整頓）

わかりやすい指示・話し方 ルールの「見える化」

「信頼できる先生がいる」 ９0％

「家庭と連携を取り合い、連絡や相談に対応している」 93％地域のよさをみつけた 85%


